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 こ こで は欧米の舞踊学 におけるジェ ンダー研究

の流れ を概観 した うえで, 舞 踊 の一分野 であるバ

レエ(と くに, い わ ゆるクラシ ック ・バ レエ)に

焦点 をあて, バ レエ におけるジェ ンダー研究 の動

向 と将来への展望 を探 りたい。

 舞 踊学 におい てジェンダー研究が起 こった, と

い うよ り他 分野 にお けるジ土 ンダー研究 の波 が舞

踊ジ ャンル に押 し寄せ て きたのは1980年 代 後半 の

こ とで ある。 他 分 野 にお け る と同 じ く, 最 初 は

フェ ミニズム とい う形 を とっていた ものが やがて

ジェンダー研 究 とい う別 の衣 をま とうこ とになる。

先駆 的な仕事 としてはJudith Lynne HannaのDance, 

sex and Gender (1988)が 挙 げ られる。 Hamaは

この大部の著書の半分以上 を西欧劇場舞踊 の分析

にあててお り, そ の射程 は広 いが, い まだ明確 な

視 点 と方法論 を欠 いていた。

 1990年 に はJudith ButlerのPerfbrnative Acts and

Gender Constitution"カ ミ発 表 され る。 この論 文 は

広 く多方面 に大 きな影響 を及 ぼ したが, 舞 踊 もそ

の例 外 で は なか っ た。 と くにperformanceの 概 念

をButlerよ り一 歩進 めて, 舞 踊 こそ ジェ ンダーお

よびセ ク シュ ア リテ ィの 問題が 最 も先鋭化 す る

ジャンルで ある とい う意識 が広 まり, Christy Adair

のwomen and Dance:Sylphs and sirens (1992)や

Gabriele KleinのFrauen korper tanz Ein

Zivilisations geschihite des tanzes の よ うな研 究書

が一時代 を画 した。

 バ レエ研究 に焦点 を絞 る と, Gelsey Kirkland and

Greg LawrenceのDancing on my grave an

autobiophy(1986)が バ レエ にお けるその後の

ジェンダ』研究 に大 きな影響 を与える ことになる。

もちろんこれは研究書 ではな く, ABTの か つての

プリマ ・バ レリーナの 自伝 である。 舞踊 の他 ジャ

ンル には見 られないバ レエの特殊性 について は, 

す で にL.M.Vincent, Competing with the sylph:

Dancers and the Pursuit of the ldesl Body form

(1981)と かS.Gordon, off balance the real world

qf ballet (1983)な どが問題提起 を していたが, 

Kirklandの 自伝 が 出 てか ら, Cynthia J.Novack, 
"Ballet, Gender and Cultural Power"(1993), Anna

Aalten, "Femininity as Performance/Preforming

Femininity:Constructing the Body of the

Balledna"(1995)を は じめ, 数 多 くのバ レエ研

究者が積極 的 にみずか らの体験 を踏 まえてバ レエ

における特殊 な問題(そ れ は一般 にバ レエの魔力

とか魅力 とされてい るもので もあ る)を 指摘 ・告

発するようになった。

 バレエにおける特殊な問題 にはまず, 組織構造

上の性差別がある。多 くの組織 において女性=ダ

ンサー=労 働者, 男性=コ レオグラファーあるい

は経営者=支 配者という性差による階級差が顕著

に見 られるということである。Kirklandは 前掲書

において, George Balanchineについて, 「[彼は]

ダンサーたちの創造性 を殺 し, 彼 らを, 何の思考

力ももたないダンサーにして しまう」, 「バ レリー

ナはすべてをバランシンに委ね, 彼のためだけに

存在するようになる」 と書いている。

 しか し, より重要で深刻な問題はバ レエそのも

のに内在 している。バレエは他の舞踊ジャンルと

違って, 19世紀の作品をレパー トリーとしていて, 

そのまま現在も上演する機会が多い。19世 紀のバ

レエの多 くが性差別的であることはいうまでもな

い。その典型例はパ ・ド・ドゥで, そこにおいて

は, 女性 は男性に身を委ね, いっぽう男性は力に

よって女性を支配 し, 背後で操 り, 商品 として男

性の視線へと提供する。

 それと関連 したもうひとつの問題は, バ レエは

その発生において女性の身体の非身体化を内包 し

ていたということである。たとえばポワント技法

はバ レエの最大 の特徴 とい えるが, Volynsky

(kniga likovaniya, 1925)に よれば垂直志向性 ・

天上志向性 ・反重力の象徴であるこの技法は, 女

性にしか適用されない。 ロマンティック ・バ レエ

の時代 に妖精 とい う身体 をもたぬ ものが好 んで

テーマに取 り上げられたことに示されているよう

に, バ レエ という身体芸術は身体の否定を内包 し

ていたのである。この矛盾のために, 女性バレエ

ダンサーは過酷で不健康な身体作 りを余儀な くさ

れ る。 ふたたびKirklandを 引用す れば, 彼女は

「自分を拷問にかけ」, 「いかなる激痛 をも無視す

るようつ とめ」なければならなかった。その結果, 

血行障害, 骨盤の未発達, 腰への過重な負担 と

いった身体障害だけでなく, 拒食症 も珍 しくない。

また幼少時から生活の大半を稽古に捧げなければ

ならないために, まったく世間離れしてしまうと

いう問題 も生 じる。

 したがってバ レエにおける以上のような問題 に

対する解決策の模索は, バ レエの形式 ・内容(た

とえば19世紀バ レエをそのまま上演 しつづけるの

か といった問題)に も, また技法および訓練法

(それは, たとえばアラベスクが美 しいといった

美意識の問題にも結びつ く)に も関わって くるの

である。
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